
去
年
の
さ
く
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昨
年
、
私
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
は
、
３
月
の
終
わ
り
に
目
黒
川
で
お
花
見
ラ
ン
チ
の
約
束

を
し
て
い
た
。 

そ
こ
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
翌
日
12
日
の
原
発
爆
発
事
故
が
起
き
て
、
在
日
外

国
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら
国
外
退
避
勧
告
が
出
さ
れ
た
。
彼
女
も
家
族
と
共
に
香
港
に

避
難
し
た
。 

そ
れ
か
ら
約
１
か
月
後
、
避
難
勧
告
が
解
除
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
日
本
に
戻
っ
て
き
た
彼
女
と
会
っ
た
。 

桜
を
見
な
が
ら
の
ラ
ン
チ
だ
っ
た
は
ず
が
、
目
黒
川

の
桜
は
花
も
終
わ
っ
て
い
て
食
事
を
す
る
気
分
に
も

な
れ
ず
、
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

話
題
は
国
外
退
避
時
の
話
に
な
っ
た
。 

急
な
勧
告
に
危
険
を
感
じ
た
彼
女
は
わ
ず
か
な
時

間
の
な
か
で
、
荷
物
の
準
備
も
そ
こ
そ
こ
に
、
家
族
と

共
に
大
渋
滞
の
高
速
道
路
を
成
田
空
港
へ
向
か
っ
た
。

空
港
内
も
大
混
乱
の
中
、
や
っ
と
の
思
い
で
出
発
で
き

た
と
語
る
。 

（
目
黒
川
24
年
４
月
11
日
撮
影
） 

震
災
で
は
外
国
人
も
大
変
な
思
い
を
し
て
い
た
の
だ
。 

日
本
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
日
本
語
が
読
め
ず
食
品
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
不
安
な
思
い
で

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
話
し
て
い
た
。
私
は
無
責
任
に
「
危
険
な
も
の
は
販
売
禁
止
に
な

る
は
ず
だ
か
ら
大
丈
夫
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。 

 

こ
の
頃
に
『
ト
モ
ダ
チ
作
戦
』
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
が
大
が
か
り
な
日

本
救
援
作
戦
を
展
開
し
て
い
た
。
使
用
不
可
能
に
な
っ
た
仙
台
空
港
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に

復
旧
で
き
た
の
は
、
日
本
の
自
衛
隊
に
協
力
し
た
米
軍
の
お
か
げ
だ
。 

 

私
は
日
本
の
苦
境
を
助
け
て
く
れ
た
『
ト
モ
ダ
チ
作
戦
』
の
全
容
を
知
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
。 

今
年
３
月
11
日
夜
、
テ
レ
ビ
朝
日
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
『
３
・
11
映
像
の
証
言
ト

モ
ダ
チ
作
戦
全
容
』
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

東
日
本
大
震
災
で
自
衛
隊
松
島
基
地
は
、
津
波
に
ヘ
リ
や
航
空
機
を
流
さ
れ
て
全
滅
状
態

に
な
っ
た
。
活
動
不
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。 



 
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
政
府
の
要
請
が
あ
る
前
に
救
援
準
備
に
動
き
出
し
て
い
た
。 

緊
急
指
令
―
「
日
本
を
救
出
せ
よ
」
と
横
田
空
軍
基
地

に
作
戦
司
令
部
が
置
か
れ
た
。 

す
べ
て
の
艦
隊
に
全
速
力
で
日
本
を
目
指
す
よ
う
に

指
令
が
で
た
。 

西
太
平
洋
を
航
行
中
の
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
も

進
路
を
変
え
て
日
本
に
急
行
す
る
。 

「
同
盟
国
と
し
て
ト
モ
ダ
チ
だ
、
困
っ
た
と
き
に
は
助

け
よ
う
」 

約
２
万
４
千
の
兵
士
が
日
本
の
救
援
活
動
に
動
い
た
。 

「
陸
の
孤
島
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
探
せ
」 

Ｕ
―
２
偵
察
機
が
被
災
地
の
情
報
を
集
め
、
交
通
が
遮

断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
所
を
、
空
か
ら
探
し
て
救
援
活
動
を

開
始
し
た
。 

『
１
０
０
人
Ｓ
Ｏ
Ｓ
水
』
な
ど
道
路
や
校
庭
、
建
物
の

屋
上
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
文
字
を
見
つ
け
る
。 

救
助
を
待
つ
人
た
ち
が
、
生
き
延
び
ら
れ
る
時
間
に
は
限
り
が
あ
っ
た
。 

「
被
災
者
の
こ
と
を
思
う
と
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
だ
っ
た
」
と
隊
員
は
語
る
。 

こ
う
し
て
孤
立
し
て
い
た
被
災
地
へ
、
米
軍
か
ら
水
、
食
料
、
物

資
の
支
給
が
は
じ
ま
っ
た
。 

住
民
は
「
水
が
豊
富
に
な
っ
て
、
気
持
ち
が
安
定
し
た
」
と
語
っ

て
い
た
。 

孤
島
と
な
っ
た
気
仙
沼
大
島
に
は
米
軍
の
上
陸
用
舟
艇
で
支
援
物

資
と
発
電
機
、
給
水
車
な
ど
が
到
着
し
た
。
隊
員
は
壊
滅
し
た
港
の

復
旧
作
業
を
行
っ
た
。 

福
島
の
原
発
事
故
現
場
で
は
放
射
能
汚
染
の
危
険
の
中
、
米
軍
は

船
で
淡
水
を
大
量
に
運
ん
だ
。 

ア
メ
リ
カ
が
『
ト
モ
ダ
チ
作
戦
』
に
費
や
し
た
負
担
と
無
償
の
愛

を
、
被
災
地
の
人
た
ち
以
外
の
日
本
人
は
、
あ
ま
り
分
か
っ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 

私
は
こ
の
恩
を
忘
れ
た
く
な
い
。 

 

今
年
の
桜
は
幸
せ
パ
ワ
ー
が
い
っ
ぱ
い
の
感
じ
だ
っ
た
。
去
年
の
桜
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
の

か
、
よ
く
覚
え
て
い
な
い
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
と
目
黒
川
で
お
花
見
を
し
な
が
ら
「
去
年
の

今
ご
ろ
は
、
な
ん
だ
か
毎
日
不
安
で
こ
わ
か
っ
た
わ
ね
…
」
と
思
い
出
話
に
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

ト
モ
ダ
チ
作
戦
写
真
の
掲
載
許
諾
＝
在
日
米
軍
（
Ｕ
Ｓ
Ｆ
Ｊ
） 


